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哲
攣
　
研
　
発
　
　
第
濁
十
二
號

新
著
紹
介

簸
英
文
謡
講
一
環
　
小
滋
向
定
次
郎
著

「
森
に
便
む
入
に
は
、
　
樹
々
の
姿
形
が
各
々
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
っ
て
畿

ゆ
る
や
う
に
、
そ
の
撃
が
曲
逼
っ
て
開
剛
え
る
。
　
風
が
吹
く
と
き
、
縫
の
木
が
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篭
よ
遼

ち
揺
ら
ぎ
、
燐
鉱
く
や
う
に
畔
φ
く
。
　
冬
警
が
技
を
振
り
廻
し
な
が
ら
、
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
瀧

　
　
　
　
　
　
　
　
と
識
リ
ニ

ら
～
、
と
う
そ
ぶ
く
。
秦
皮
が
ぶ
る
（
胴
振
ひ
し
て
、
密
々
と
鳴
る
。
撫

の
瓢
箪
な
技
が
の
り
か
恩
み
し
て
ざ
わ
め
く
。
　
・
・
：
：
：
ど
ん
な
毛
轟
が
ど

ん
な
蝶
に
鶴
け
る
と
晶
．
…
n
ふ
、
と
は
、
昆
轟
學
潜
に
は
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
な
く
と
も
、
　
錐
敏
な
直
猫
を
亀
っ
て
み
る
人
や
、

緻
寝
な
槻
察
を
怠
ら
な
い
人
に
は
、
貞
然
界
の
堺
實
、
就
愈
八
事
の
現
象
が

可
な
勢
燦
然
と
そ
の
心
や
眼
に
峡
つ
る
。
忍
人
や
小
回
家
や
戯
曲
家
が
蔚
然

界
及
び
活
鮭
會
の
鏡
と
な
っ
て
、
　
直
諒
し
た
リ
或
は
魏
察
し
た
り
し
た
こ
と
．

も
簗
に
の
ぼ
す
。
三
戸
な
・
實
世
間
が
描
き
欝
さ
れ
る
。
印
ち
人
間
の
生
活
釈

態
が
償
り
さ
れ
て
、
馨
學
や
帯
解
や
心
理
學
や
そ
の
旨
い
ろ
く
の
蘂
心
学
の

研
究
の
〃
材
料
月
と
な
る
。
」

　
と
い
ふ
の
が
今
鼓
に
吾
人
が
本
誌
の
無
考
に
紹
介
し
や
う
と
い
ふ
欝
物
の

中
に
見
え
る
一
難
で
あ
る
、
「
現
代
英
雪
路
講
話
」
一
節
十
章
よ
く
此
趣
旨
を

以
っ
て
、
譲
轟
宥
を
ば
繭
観
し
費
詩
の
鮒
糊
、
鴇
権
い
瞑
和
心
の
境
に
導
き
、
　
叉
操
津
々
な

現
代
生
活
の
糎
々
難
多
な
方
面
に
我
々
の
眼
を
開
い
て
、
　
そ
の
提
唱
す
る
色

々
の
問
題
に
つ
い
て
験
々
を
考
へ
き
せ
る
。

　
一
盤
、
現
費
界
の
歴
迫
か
ら
我
々
を
解
放
し
て
、
　
自
由
な
憧
界
に
満
踏

さ
し
て
奥
れ
る
職
欝
偲
脚
ぶ
の
想
畜
力
に
は
、
　
現
智
｛
黒
刈
以
上
に
現
主
な
｛
．
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
八

の
」
を
作
摯
購
す
力
を
備
…
え
て
漁
る
。
　
入
も
し
ハ
ム
レ
ッ
ト
や
ド
ン
キ
ホ
ー
．

テ
を
以
っ
て
、
輩
に
架
塞
の
人
物
に
過
さ
な
い
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
は
趣

め
て
淺
は
か
な
見
解
た
る
を
蹴
れ
ぬ
。
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
や
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
は
現

に
北
世
に
實
准
し
て
屠
る
我
れ
く
以
上
の
轡
ハ
在
性
を
も
つ
て
居
る
。
「
誌
異

が
羨
い
て
諮
る
と
、
嘉
日
食
物
を
販
ら
な
い
。
他
入
か
ら
当
意
さ
れ
て
初
め

て
二
二
を
す
る
。
け
れ
ど
も
一
議
食
ぺ
始
め
る
と
、
い
つ
迄
も
食
べ
績
け
る

と
い
ふ
風
で
あ
る
」
と
い
ふ
イ
エ
ー
ツ
は
「
君
に
興
へ
ん
に
美
し
き
衣
も
持

た
ず
、
貧
し
き
我
に
覗
劉
め
あ
る
の
み
、
爽
～
窪
せ
そ
の
夢
に
梁
り
て
」
　
と
歌
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
を

．
て
層
る
。
　
此
の
夢
に
は
、
寝
さ
し
ζ
不
朽
者
の
呼
吸
が
掛
か
っ
て
磧
る
の
で

あ
る
。

　
露
深
き
夜
の
森
に
奇
し
き
字
余
の
種
蒔
く
ア
ス
、
剛
腹
懸
忽
よ
く
亙
萬
の

富
を
積
ん
だ
が
、
　
時
董
れ
ば
手
に
せ
る
盃
の
泡
の
如
く
に
消
え
て
行
く
ス
ウ

イ
ジ
ン
、
「
女
！
女
！
あ
ら
ゆ
る
女
が
悉
く
私
の
や
う
な
涙
を
流
し
、
私
の
や
，

う
な
闘
償
を
し
て
來
た
。
　
・
：
・
町
の
棲
め
で
せ
う
。
み
ん
な
あ
な
た
方
男
と

い
ふ
放
錦
掃
者
の
た
め
で
あ
る
」
と
卿
膿
透
し
て
信
な
噛
男
を
刺
せ
る
ナ
ン
、
い
や

い
く
ら
働
け
で
て
も
際
限
が
な
い
が
、
　
こ
れ
等
の
人
物
は
畢
師
兄
、
作
者
の
精

憩
に
於
て
貞
ら
生
起
し
、
廊
ら
養
展
し
て
行
く
生
命
を
蒲
え
た
心
象
で
あ
る
。

從
っ
て
こ
れ
鯵
文
藝
作
品
中
の
人
物
の
一
畢
手
一
投
足
に
は
、
臓
ち
に
人
牲

の
根
本
律
が
働
い
て
留
る
。
　
そ
こ
に
雪
解
の
識
さ
ざ
る
並
命
が
あ
る
の
で
あ

る
。
　
か
の
心
理
學
者
が
、
み
だ
り
に
狗
断
に
捕
は
れ
嶺
リ
、
自
然
科
學
的
實

験
に
傾
い
た
り
す
る
よ
墳
は
、
　
寧
ろ
藝
衛
の
天
オ
の
作
品
に
よ
つ
，
て
、
人
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

齢糖

a
の
欄
…
・
い
て
μ
葺
く
有
撰
を
究
む
る
が
よ
ろ
し
い
と
は
、
　
韻
臨
く
は
か
の
鵜
酬
逸

浪
漫
汲
の
ノ
ヅ
リ
λ
か
ら
、
　
近
く
は
我
々
が
嘗
っ
て
本
濾
に
於
て
紐
介
も
た

ヂ
イ
ル
タ
イ
等
の
主
張
し
て
居
る
慮
で
あ
る
。



　
　
　
　
文
藝
の
畑
作
と
い
ふ
働
き
が
そ
ふ
い
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
叉
其
鍛

　
　
　
賞
と
い
ふ
事
も
甚
だ
興
味
あ
る
精
帥
作
用
で
あ
る
。
普
懸
、
劔
作
は
作
家
の

　
　
　
自
由
な
る
想
像
力
の
嚢
堀
で
あ
り
．
か
く
し
て
繊
來
上
っ
た
作
品
を
了
解
す

　
　
　
る
に
は
人
間
し
の
燧
性
の
努
力
を
嬢
っ
て
初
め
て
綴
來
る
亀
の
と
考
へ
ら
れ
て

　
　
　
罎
る
。
然
し
元
來
、
瑚
作
一
と
霊
魂
と
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
同
じ
押
幽
思
の

　
　
　
働
き
で
あ
る
と
も
云
へ
る
。
我
．
々
は
藝
徳
家
の
心
象
の
活
勤
を
ば
我
々
の
情

　
　
帥
に
於
て
繰
n
り
返
し
て
槻
瞼
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
　
紙
墨
其
作
晶
を
充
分
に

　
　
　
理
解
す
る
購
は
六
か
し
い
。
即
ち
我
々
蹴
身
が
作
家
の
型
に
且
っ
て
創
作
を

　
　
　
し
て
行
く
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
　
黒
鳥
に
於
て
薔
人
は
r
現
代
英
丈
學
講
話
」

　
　
　
の
著
巻
の
勢
を
甚
だ
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
繍
典
序
文
K
於
て
署
溝
が
宜

　
　
　
嘗
し
て
居
る
や
5
。
に
、
二
丈
學
耕
究
者
の
た
め
に
手
引
と
な
る
と
い
ふ
の
が

　
　
本
書
の
主
な
る
霞
的
で
あ
ら
う
が
、
我
々
は
璽
に
薯
暫
が
或
は
コ
ン
ラ
ッ
ド

　
　
　
の
紹
介
に
南
海
の
潮
の
酸
蝋
り
を
怨
ば
ぜ
、
或
は
キ
ツ
プ
リ
ン
グ
の
話
に
エ
キ

　
　
ゾ
テ
ッ
ク
な
東
．
洋
的
情
調
を
昧
は
せ
、
叉
は
現
代
劇
に
あ
ら
は
れ
た
女
性
の

　
　
　
研
究
に
、
現
代
入
の
心
理
朕
態
を
解
箭
し
て
、
そ
の
提
示
す
る
色
々
の
問
題

　
　
　
に
つ
い
て
、
考
へ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
殿
に
於
て
、
本
霧
は
我
々
が
さ
き

　
　
　
に
蓮
べ
た
趣
旨
を
ぱ
、
　
具
聰
的
に
最
も
よ
く
實
現
し
た
も
の
と
い
ふ
婁
か
田

　
　
來
る
。
　
我
々
は
文
學
挽
瓢
旧
家
と
し
て
の
署
潜
の
藍
蓄
と
手
腕
と
を
認
め
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
こ
れ
暦
人
が
鼓
に
本
誌
を
纐
じ
て
此
一
巻
を
ぱ
、
斯
學
の
研

　
　
、
究
灘
は
も
と
よ
り
瞬
く
世
の
㎝
識
戴
為
子
に
推
墨
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
緒
論
、
第
一
講
現
代
美
丈
研
究
、
　
第
二
講
現
代
詩
人
に
就
い
て
、
第
畜
．
講

　
　
現
代
小
設
と
如
實
描
冨
、
第
鳴
誰
縄
験
に
墓
け
る
現
代
小
説
、
第
混
講
短
篇

磁
　
　
小
読
と
そ
の
作
家
、
第
六
講
現
代
翻
…
の
勃
猟
ハ
、
　
第
七
識
…
辮
覗
浪
ρ
漫
的
戯
曲
、
箪

、
－
0
八
講
百
代
劇
と
災
鰐
題
、
錐
三
智
二
代
回
覧
え
た
る
犯
墾
焚
＋
講
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
藩
隷
脅
β

ン
、
　
ゴ
ル
ズ
ワ
ー
ジ
と
バ
ー
ナ
～
ド
、
シ
ヨ
ゥ
、
附
録
　
現
川
代
伽
醐
に
見
・
凡
ん

る
女
鶴
研
究
、
嫌
人
問
題
と
テ
ニ
ソ
ン
の
詩
、
　
交
藝
と
現
代
思
潮
、
東
京
麹

町
｛
炉
心
下
町
研
究
激
獲
行
。
　
畳
聞
七
拾
銭
。
（
勝
部
謙
輩
）

寄
贈
書
籍
雑
誌
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民
本
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昆
数
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橋
本
丈
二
者
　
東
轟
斌
費
島
島
9

心
理
研
寵
、
東
亜
之
光
、
二
曹
燈
、
…
学
校
寂
育
、
内
外
教
育
詐
論
、
糊
闘
蛇
翫

育
、
小
里
研
究
、
毅
育
燃
費
歩
、
敏
育
研
究
、
教
育
時
総
、
東
京
教
育
、
近

江
敏
育
、
岐
皐
縣
教
育
、
三
霊
教
育
、
愛
知
敏
雷
1
3
、
佐
賀
毅
育
、
畏
蒔
縣
教

育
礫
肋
鱒
、
　
宮
城
弾
倉
、
　
粁
μ
い
難
誌
、
　
了
｝
幽
倫
物
理
講
演
民
田
、
　
山
窟
條
學
報
、
　
阜
禰

雪
交
學
、
丈
化
蓮
動
、
奈
良
縣
数
育
、
信
濃
数
育
、
都
市
一
教
育
、
愛
媛
教
育
、

鑑
識？
1

響正
講…　’

幕
海
量誤

農
竈
饗

陶同岡岡同同同心ニニ
　　　　　　　　七

頁
嗣画一厨同二三三三…三
　　〇　　　 八六二
　　匹

行二一同一九七五三i
O八　六

誤
ぎ盾β・
一に

て
葛

引
のμ

8
0

　
、

正＆
　
，

刑
法
に

ぐ
。
】
．

之這
φμ

8
0

P
き
㎞
詠
O
ご
8
っ
㍉
O
O
、
胡
O
同
、
8

P
o
。
O
～
　
　
　
ど
。
。
⑫

き
ε
　
　
　
’
　
　
一
レ
O

　
　
榊
M
九


